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我が国の水産業の現状

井上清和

（水産庁沿岸沖合課・技術士（水産部門））
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世界の漁業・養殖業生産量の推移

近年、海面漁業の生産量は頭打ちとなり、１９９０年代以降は養殖業
が生産量の増大を下支え。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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世界の水産資源の状況の推移

海洋水産資源は、１９％が過剰利用、８％が枯渇、１％が枯渇から回復しつつあ
る。約半分（５２％）が満限利用、２０％が適度な利用または低・未利用状態。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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我が国の水産基本指標

出典：平成２０年度水産白書（水産庁）

平均すると海岸線6kmごとに存在6,291集落（平成15年）漁業集落数

平均すると海岸線12kmごとに存在2,921港（平成19年）漁港数

昭和43年は345,603隻210,246隻（平成18年）漁船数

昭和41年は2,476漁協2,156組合（沿海地区漁協は1,159組合）（19年度末）漁業協同組合数

昭和28年は79万人20.4万人（平成19年）漁業就業者数

昭和28年は25．2万経営体12.1万経営体（平成18年）漁業経営体数

生
産
構
造

全国勤労者世帯所得 630万円

農業依存度24.6％
47.9％（平成17年）漁業依存度

うち農業所得124万円(平成17年)280万円（平成17年）うち漁業所得

農家所得503万円(平成17年)584万円（平成17年）沿岸漁家所得
漁
業
経
営

農林水産合計5,160億円2,382億円（平成19年）輸出額

農林水産合計8.6兆円１兆6,373億円（平成19年）輸入額貿
易

生産額ピーク 2兆9,722億円（昭和57年）１兆6,539億円（平成19年）漁業生産額

生産量ピーク 1,282万トン（昭和59年）572万トン（平成19年）漁業・養殖業生産量

・食用魚介類自給率ピーク 昭和39年度 113％・魚介類全体：53%（ 〃 ）

平成29年度 ６５％・海藻 ：71%（ 〃 ）

・自給率目標（水産基本計画、重量ベース）・食用魚介類：62%（平成19年度）

自給率
水
産
物
需
給

総生産は511兆円（水産の占める割合0.2%）（平成18年度）水産業は8,394億円（平成18年度）国内総生産（GDP)

国土面積37.8万k㎡、国土面積の約12倍の排他的経済水域447万k㎡（世界第6位）排他的経済水域経
済
指
標

備考データ項目
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外国200海里水域からの撤退、大きな終期で変動を繰り返すマイワシ

資源が急減したこと等から我が国の漁獲量はピーク時の約半分に減少

我が国の生産量及び輸入量の推移

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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日本で行われている漁業・養殖業と魚種

（漁業・養殖業生産統計年報に掲載されているもの）

海面漁業

○網漁業：底びき網、まき網、刺し網などで２７漁業区分

○釣漁業：はえ縄、一本釣り、いか釣りなどで１５漁業区分

○魚類（５５種類）、えび・かに類（８種類）、貝類（８種類）、いか類（４種類）、
海藻類（５種類）など、計８６区分

海面養殖業

○魚類（８種類）、貝類（３種類）、海藻類（５種類）など、計２０区分

内水面漁業

○魚類（２０種類）、貝類（２種類）など、計２５区分

内水面養殖業

○魚類（８種類）など、計１４区分

我が国では極めて多くの生物種を多種・多様な漁具・漁法及び養殖方法で
漁獲・養殖している

出典：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」
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２０年度における我が国周辺の資源水準の状況

我が国周辺水域において資源評価を実施している水産資源の半分が低位水準。海水
温等海洋環境の変化、沿岸域の開発等による産卵・育成の場となる藻場・干潟の減少、
一部の資源で回復力を上回る漁獲が行われた等、様々な要因が影響。

マサバ（太平洋系群、対馬暖流系群）、マイワシ（太
平洋系群、対馬暖流系群）、スケトウダラ（日本海北
部系群、太平洋系群）等

低位

マアジ（太平洋系群、対馬暖流系群）、スルメイカ
（冬期発生系群）、ズワイガニ（太平洋北部系群、日
本海系群）等

中位

サンマ（北太平洋西部系群）、ゴマサバ（太平洋系
群、東シナ海系群）、スルメイカ（秋期発生系群）等

高位

主な魚種・系群

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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磯焼けにより海藻がなく
なってしまった状態

（高知県黒潮町）

ウニを駆除

ウニ駆除後のモニタリング調査

磯焼けからの回復！
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藻場・干潟の面積の変化

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）

３０年間で
４割減少

５０年間で
４割減少

漁業者が中心となった取組で磯焼けから回復した藻場
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埋め立て及び漁業権放棄面積

埋め立て及び漁業権放棄面積の推移

38～42年 43～47年 48～52年 53～57年 58～62年 63～4年 5～9年 10～14年
埋め立て面積（ｋ㎡） 215.9 123.1 130.5 80.8 70.3 62.3 35.1
漁業権放棄面積（ｋ㎡） 258.2 543.1 151.5 202.2 70.6 119.7 56.5 35.0

埋め立て及び漁業権放棄面積の推移
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日本近海の海域平均水温年平均）の長期変動傾向

・我が国周辺の九州・沖縄海域、
日本海中部・南部海域、日本南方
海域における年平均水温は100
年当たり0．7～1．7度の割合で上

昇。これは全海洋の年平均海面
水温上昇率0．5度の1．4～3．4
倍。

・評価をしている範囲が狭いため
自然変動の影響を受けやすく、水
温の上昇が必ずしも温暖化の影
響とは言えないが、日本周辺海域
の海面水温の上昇が、平均値を
上回っていることは事実。

資料：気象庁「海の健康診断表『海面水温
の長期変動傾向（日本近海）』2008年」

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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漁業就業者数の推移

漁業者の減少・高齢化が進行。平成19年の漁業就業者は20万4千人。男
性の漁業就業者のうち、65歳以上の漁業者が34.7%を占める一方、新規
就業者は1,081人。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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会社経営体（漁船漁業）の経営状況の推移

１０トン以上の動力漁船を用いて営む会社経営体は、漁業利益の赤字幅が縮
小。ただし、依然として設備投資の多くを借入金に依存。短期的な資金繰りは厳
しい状況。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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沿岸漁家の漁労所得の推移

海面養殖業漁家の漁労所得の推移

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）

538.4507.6611.4626.2570.8602.3686.9海面養殖漁家
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出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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水産物の市場経由量と経由率の経年変化

冷凍・加工技術の普及や養殖生産物の増加、物流技術やIT技術の高ま

りといった情勢変化の中、国産水産物を中心に取り扱ってきた卸売市場
の取扱量及び市場経由率は徐々に低下。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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水産加工品の生産量及び製造事業所数の推移
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冷凍製品

製造事業所
数

素干し品

水産加工品の生産量は、水産物の消費低迷や経営体数の減少等
を背景に減少。

塩干品煮干し品

塩蔵品くん製品

節製品缶詰

油脂・飼肥
料

その他の食
品加工品

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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「魚離れ」が進行。魚介類の摂取量が減少傾向にある一方、肉類の摂取
量は横ばい。平成１８年にはついに魚介類の摂取量が肉類を下回る。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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すべての世代で魚介類の摂取量が減少。平成９年から１９年の間に魚介類
の摂取量は１～１９歳では２割以上、３０～４９歳では３割以上も減少。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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Docosahexaenoic acid (DHA)
Helping develop or maintain brain and nerve system functions,

working against allergy and inflammation

Eicosapentaenoic acid (EPA)
Preventing blood clots and vascular constriction, reducing

blood lipid

魚介類の栄養特性

EPA（エイコタペンタエン酸）

血栓の予防、血管収縮等の防止、血中
脂質の低下作用

DHA（ドコサヘキサエン酸）

脳や神経組織の発達や機能維持、抗ア
レルギー、抗炎症

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）

ノリ、ヒジキ、ハマグリ赤血球（ヘモグロビン）の主成分、全身組織の機能維持鉄 分

小魚骨形成、血圧や神経系の調整機能カルシウム

イカ、カキ、タコ、アワビ、
ホタテガイ、クルマエビ、サケ

血圧の調整、コレステロールの排出、肝機能改善、視力の維持タ ウ リ ン

多く含まれる主な魚介類主な機能機能性成分
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魚介類の需給の現状

平成１９年度の魚介類の国内消費への食用仕向け量（原魚換算ベース）は、
対前年度１７万トン減の７２５万トン。１人１年当たりの仕向け量は５６．７kg
（粗食料。純食料ベースでは３１．９kg）

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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<Countries with self-sufficiency rates of 200% or
more (examples)>
・Iceland (2565%)　　・Norway (921%)
・New Zealand (540%)　　・Chili (515%)
・Maldives (250%)

諸外国における食用魚介類の自給率

諸外国における食用魚介類の自給率（平成１３年から１５年の平均）は、
先進国平均で７７％。

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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Salmon
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8%
Crab
4%Prepared

shrimp
4%

Pearls
3%

Tuna and
marlin
14%

Shrimp
13%

Cod roe
4%Cod

3%

Others
47%

2008 (prelim)
Total import value
1.5644 trillion yen

我が国の水産物輸入の推移と金額内訳

平成２０年の我が国の水産物輸入は、数量で２７７万トン（対前年４％減）、
金額で１兆5,６４４億円（対前年４％減）。まぐろ・カジキ類エビといった水産

物の輸入が減少

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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Dried sea
cucumber
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Bonito
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scallop
flesh
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Others
40%
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15%

Mackerel
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Salmon
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Tuna and
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5%

Alaska
pollack

3%

Fish paste
products

3%

2008 (prelim)
Total export value
208.6 billion yen

我が国の水産物輸出の推移と金額内訳

近年、世界の水産物需要の増加等を背景に我が国水産物の輸出が増加。
しかし、平成２０年にはサケ等の国内生産量の減少や世界的経済の低迷、
円高の影響を受けて６年ぶりに減少（数量で５２万トン（対前年１５％減）、
金額で2，０８６億円（対前年１２％減））

出典：平成２０年度水産白書概要（水産庁）
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出典：水産基本計画（水産庁）



29

水産基本計画に基づく施策の展開

－政策の課題と関連施策①－

○低位水準にとどまっている水産資源の回復・管理の推進

・資源管理・回復計画の着実な推進

・密漁に関する罰則・取締り強化

・国際的な資源管理の強化

・海面・内水面を通じた生育環境の改善と増養殖の推進

○国際競争力のある経営体の育成・確保と活力ある漁業就業構造
の確立

・漁船漁業構造改革の推進

・新しい経営安定対策の導入

・燃油価格高騰対策

・新規就業・新規参入の促進

出典：平成２０年度水産白書（水産庁）
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水産基本計画に基づく施策の展開

－政策の課題と関連施策②－

○水産物の安定供給を図るための加工・流通・消費施策の展開

・流通拠点の整備

・前浜と消費者をつなぐ多様な流通経路の構築

・水産物の輸出戦略の積極的な展開

・食育・魚食普及の推進

○水産業の未来を切り拓く新技術の開発及び普及

・現場のニーズに対応する新技術の開発及び普及

省エネ技術、クロマグロの人工種苗生産技術

・バイオマス資源の利活用の促進

・知的財産の創造・保護・活用

出典：平成２０年度水産白書（水産庁）
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水産基本計画に基づく施策の展開

－政策の課題と関連施策③－

○漁港・漁場・漁村の総合的整備と水産業・漁村の多面的機能の発
揮

・排他的経済水域の資源生産力の向上

・水産物安定供給基盤の整備

・安全で活力のある漁村づくり

・水産業・漁村の有する多面的機能の発揮

○水産関係団体の再編整備

・漁業協同組合系統の組織・経営・事業の改革の促進

出典：平成２０年度水産白書（水産庁）

○その他の重要施策

・生物多様性保全施策の推進

・WTO等国際貿易ルール作りへの戦略的な関わり 等


